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目的 ：

多くの種があるコオロギの中から、 実験の飼育に使用するコオロギを決める。

検証 1 ：

フタホシコオロギとヨーロッパイエのコオロギと？？コオロギを？？匹ずつ同じ

透明な飼育器に入れ、 餌と水を与えない状況での様子を観察する。

検証 2 ：

コオロギの種の選択実験の中では一番体格の小さいヨーロッパイエコオロギ

のみを透明な飼育器に入れて、餌と水を与えない状況での様子を観察する。

結果 ：

飼育器にいるコオロギの中で一番体格の大きいフタホシコオロギが、 飢えか

ら他のコオロギを共食いする結果となった。

しかし、 全身を食されずに下半身や足のみ残された死骸からは、 食用目的

だけではなく、 フタホシコオロギが飢えと閉鎖的な空間でのストレスから他の

コオロギを攻撃したとも推測できる。

制限された飼育器の中でも、 ストレスを強く感じることが無く生活できるコオロ

ギが実験対象に望ましいように感じるため、 次回はフタホシコオロギ以外の

種で検証を行いたいと思う。

結果 ：

検証 1 と同様、 ヨーロッパイエコオロギ同士で共食いの様子は見られたが、

死骸は残さず食されていたため、 フタホシコオロギのような目立ったは残骸

は見当たらなかった。

結論 ：

検証 1 と 2 の結果から、 実験の飼育用コオロギにはヨーロッパイエコオロギ

を使用することに決定した。 理由としては、 ヨーロッパイエコオロギであれば

高密度な飼育器環境でも他のコオロギほどストレスを感じずに生活できる可

能性が高く、 飼育実験の対象として望ましいと考えたからである。
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和名　ヨーロッパイエコオロギ

学名　Acheta domestica(Linnaeus, 1758)

英名　House Cricket

○体長

○生息地

○特徴

○ヨーロッパイエコオロギの成分表 （可食部 100g 中）

ヨーロッパイエコオロギ ( 実寸大 )

20 〜 25mm

ヨーロッパ南部原産 ・ 現在は世界各地に

帰化

体色は通常灰色か褐色で、 成虫の体長

16-21mm。 雌雄は形態的に類似するが、

メスは腹部に長さ 12mm の産卵管をもつ。

またメスの尾角はオスよりもさらに突き出して

いる。

・ エネルギー （kcal）

・ 水分 （g/100g）

・ タンパク質 （g）

・ 脂質 （g）

・ 炭水化物糖質 （g）

・ コレステロール （mg）

・ ビタミン C （mg）

・ カルシウム （mg）

・ その他

179

62

21

5.7

3.1

-

11

22

1
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Rhinoceros(Modering Software)

○直方体

- 6 方向へ移動できる

○直方体展開図

- 上下左右のみのグリッド充真が可能

○切頂八面体

- 8 方向へ移動できる

* 縄張り争いや、 ストレス軽減等の回避に役立つ

○切頂八面体

- 上下左右、 斜め上、 斜め下へのグリッド充真が可能
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MUTO(3D Printer)

● Breeding Space Prototyping

○ PROTOTYPE-11
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PROTOTYPE-11

2017/01/28

2016/09/30 2016/10/02

2016/10/13

PROTOTYPE-03

2016/10/25
PROTOTYPE-04

PROTOTYPE-09

2016/12/05

PROTOTYPE-01 PROTOTYPE-02

PROTOTYPE-05
2016/11/03

PROTOTYPE-06
2016/11/10

PROTOTYPE-10

2017/12/25

PROTOTYPE-07,08

2016/11/12-25
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